
7878
令
和
7
年
11月

13
日

議
案

審
議

決
算

審
査

補
正

予
算

審
査

５
人

の
議

員
が

市
政

を
質

す
 

　
〜

 一
般

質
問

 〜
議

案
審

査
　

こ
ん

な
ま

ち
づ

く
り

に
期

待
し

ま
す

2
ｐ

4
ｐ

7
ｐ

10
ｐ

15
ｐ

17
ｐ

平
群
天
神
社
祭
礼

平
群
天
神
社
祭
礼
（
富
山
地
区
）

（
富
山
地
区
）

7
月
臨
時
会
9
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

7
月
臨
時
会
9
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト



2

７月臨時会７月臨時会・・９月定例会９月定例会

　７月臨時会は７月２３日、９月定例会は８月２５日～９月２２日までの２８日間開催され、報告５件、　７月臨時会は７月２３日、９月定例会は８月２５日～９月２２日までの２８日間開催され、報告５件、
条例６件、一般議案１２件、予算３件、認定９件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。条例６件、一般議案１２件、予算３件、認定９件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。

臨
時
会
・
定
例
会
レ
ポ
ー
ト７月臨時会・９月定例会で決まった主なこと

　　　　　
〇決算の認定
　９会計総額４１０億４，７５１万５，１９７円を認定。
〇一般会計補正予算（第３号）
　（第３号）２，６５９万２千円追加。中小企業への利子補給拡充・学校等給食費２カ月無料など。
　（第４号）２億５，２６６万５千円追加、総額２８６億９，２０５万８千円。
〇財産の取得　浄水器・蓄電池・ソーラーパネル・水タンク 各３１台
　（株）清水商会から４，７４６万３，７９０円で取得。
〇財産の取得　千倉地区複合施設管理備品一式
　京葉産業（株）から４，８５１万円で取得。
〇契約の締結　千倉総合運動公園野球場改修工事　
　（株）大兼工務店が２億９，３７０万円で落札。
〇契約の締結　外房地区自己搬入施設敷地造成工事　
　（株）大兼工務店が２億1,439万円で落札。
〇指定管理者の指定　白浜活性化施設「花の情報館」
　令和８年１月～令和１２年３月末まで、（株）カフェサウダージを指定管理者に指定。
〇指定管理者の指定　吉井農作業準備休憩施設・白井農作業準備休憩施設
　平成２７年１０月からの指定管理期間が終わり、吉井実行組合・米澤実行組合をそれぞれ再指定。
〇空き家等の適切な管理の推進に関する条例の制定
　空家特措法に定めるもののほか、軽微な措置などを条例で定める。
〇子育て支援拠点施設設置管理条例の一部改正
　「ほのぼの」の施設利用を午前９時から午後５時までとする。
〇学童保育所の設置管理条例の一部改正
　夏休みなどの保育料について定額制を導入。届出期限後の退所も保育料を徴収する。
〇市税条例の一部改正
　個人市民税に特定親族特別控除を追加、加熱式たばこに係るたばこ税の課税方式を見直す。
〇職員勤務時間等条例の一部改正
　育児・介護支援制度が利用しやすくする。
〇職員育休条例・企業職員給与条例の一部改正
　２種類の育児部分休業制度が導入される。
〇三芳水道企業団の財産処分・事務承継・決算認定の協議
　解散に伴う財産処分。安房広域が事務を承継し、決算認定などを行う。
〇水道会計未処分利益剰余金の処分
　昨年度の未処分利益剰余金１億４，８７０万９，９７５円を、今年度の自己資本金に組み入れる。
〇字 ( あざ ) の区域変更
　県営農地環境整備事業千倉町大貫（谷田・平川工区）で所有者等を確定し換地処分する。
〇介護保険特別会計補正予算（第１号）
　基金への積立や、国・県への返還金など８，２２７万１千円を追加。

令和６年度　主な会計別決算
会　計　名 歳　　　入 歳　　　　出

一 般 会 計 281 億 7,463 万 69 円 262 億 2,569 万 9,346 円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 50 億 5,058 万 3,067 円 48 億 5,852 万 6,042 円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 8 億 670 万 2,935 円 7 億 8,213 万 8,124 円
介 護 保 険 特 別 会 計 59 億 1,202 万 5,840 円 58 億 2,285 万 1,977 円
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議案ごとの賛否
小
川　

伸
二

林　
　

克
治

吉
田　

年
和

髙
倉
か
つ
江

川
上　

廣
行

佐
藤
喜
久
雄

神
作　

紀
史

山
田　

一
洋

鈴
木　

克
哉

石
井　

教
宇

阿
部
美
津
江

安
田
美
由
貴

川
﨑　

愼
一

長
谷
川　

博

木
曽　

貴
夫

鈴
木　

直
一

川
上　
　

清

峯　
　

隆
司

議案第59号 三芳水道企業団の解散に伴う財産処分に関
する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

議案第60号
三芳水道企業団の解散に伴う事務の承継並
びに決算の審査及び認定の方法に関する協
議について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 令和６年度南房総市一般会計歳入歳出決算
の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

※ ○ × ○ ○

認定第２号 令和６年度南房総市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

※ ○ ○ ○ ○

認定第３号 令和６年度南房総市後期高齢者医療特別会
計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

※ ○ ○ ○ ○

認定第９号 令和６年度南房総市水道事業会計決算の認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

※ ○ ○ ○ ○

臨
時
会
・
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

令和７年南房総市議会第４回臨時会提出議案等議決結果

令和７年南房総市議会第３回定例会提出議案等議決結果

議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 42 号 財産の取得について（浄水器、蓄電池、ソーラーパネル及び水タンク　各３１台） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 43 号 令和７年度南房総市一般会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案種類 件　　　名 議決結果

議案第 44 号 南房総市空家等の適切な管理の推進に関する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 45 号 南房総市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 46 号 南房総市職員の育児休業等に関する条例及び南房総市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 47 号 南房総市学童保育所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 48 号 南房総市子育て支援拠点施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 49 号 南房総市税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 50 号 契約の締結について（南房総市外房地区自己搬入施設敷地造成工事） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 51 号 契約の締結について（南房総市千倉総合運動公園野球場改修工事） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 52 号 財産の取得について（南房総市千倉地区複合施設管理備品一式） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 53 号 令和６年度南房総市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 54 号 市の区域内の字の区域の変更について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 55 号 市の区域内の字の区域の変更について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 56 号 指定管理者の指定について（南房総市白浜活性化施設「花の情報館」） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 57 号 指定管理者の指定について（南房総市吉井農作業準備休憩施設） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 58 号 指定管理者の指定について（南房総市白井農作業準備休憩施設） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 59 号 三芳水道企業団の解散に伴う財産処分に関する協議について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 60 号 三芳水道企業団の解散に伴う事務の承継並びに決算の審査及び認定の方法に関する協議について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 61 号 令和７年度南房総市一般会計補正予算（第４号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 62 号 令和７年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致

認 定 第 1 号 令和６年度南房総市一般会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定
賛 成 多 数

認 定 第 2 号 令和６年度南房総市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定
賛 成 多 数

認 定 第 3 号 令和６年度南房総市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定
賛 成 多 数

認 定 第 4 号 令和６年度南房総市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定
全 会 一 致

認 定 第 5 号 令和６年度南房総市滝田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定
全 会 一 致

認 定 第 6 号 令和６年度南房総市北三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定
全 会 一 致

認 定 第 7 号 令和６年度南房総市南三原財産区特別会計歳入歳出決算の認定について 認 　 　 定
全 会 一 致

認 定 第 8 号 令和６年度南房総市国保病院事業会計決算の認定について 認 　 　 定
全 会 一 致

認 定 第 9 号 令和６年度南房総市水道事業会計決算の認定について 認 　 　 定
賛 成 多 数

（賛否が分かれた議案のみ掲載）〇：賛成　×：反対　
※�尚、川﨑愼一議員は、決算認定の提出にあたり、監査委員として認定する意見を付していた
ため、賛否に参加する意思はなかったが、退席せず起立もしなかったため会議規則により反
対と表記しました。

議員名

議案名
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令和６年度決算を認定令和６年度決算を認定

９会計歳出４１０億４，７５２万円９会計歳出４１０億４，７５２万円

決
算
審
査

　
９
月
12
日
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
招
集
し
、
議

長
、
監
査
委
員
を
除
く
委

員
で
令
和
６
年
度
決
算
を

審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
。

◇�
情
報
発
信
事
業

１
３
４
９
万
１
９
４
０
円

問　

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に

リ
ッ
チ
メ
ニ
ュ
ー
増
設
及

び
セ
グ
メ
ン
ト
の
配
信
機

能
の
追
加
に
よ
り
市
民
が

欲
し
い
情
報
を
効
率
よ
く

検
索
・
配
信
で
き
る
よ
う

に
し
た
と
あ
る
が
、
現
在

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数

は
ど
う
か
。
前
年
度
と
の

比
較
は
ど
う
か
。

秘
書
広
報
課
長　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
登
録
者
数
は
、
令
和
６

年
４
月
現
在
１
５
９
３

人
。
令
和
７
年
９
月
１
日

現
在
３
２
６
９
人
で
倍
増

し
て
い
る
。

◇
子
ど
も
教
育
総
務
費

　
２
１
３
３
万
６
２
２
４
円

問　
支
援
ニ
ー
ズ
の
高
い

子
ど
も
た
ち
の
家
庭
を
訪

問
、
食
品
等
の
提
供
と
と

も
に
学
習
支
援
と
あ
る

が
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
取

組
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で

提
供
し
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
家
庭
支
援
室
長　

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
に
業

務
委
託
し
て
い
る
。
要
保

護
児
童
に
対
し
面
接
や
訪

問
。
家
庭
児
童
相
談
員
で

対
応
で
き
な
い
部
分
を
弁

当
の
配
布
に
よ
る
家
庭
の

見
守
り
や
、
子
ど
も
食

堂
、
土
曜
日
、
日
曜
日
の

学
習
支
援
な
ど
を
委
託
し

て
い
る
。
弁
当
の
配
布
業

務
を
週
２
回
、
子
ど
も
食

堂
業
務
を
月
１
回
実
施
し

て
い
る
。

問　
月
1
回
の
子
ど
も
食

堂
は
ど
こ
で
や
っ
て
い
る

の
か
。

子
ど
も
家
庭
支
援
室
長　

丸
山

地
区
の
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
で
実

施
し
て
い
る
。

◇�

土
地
売
払
代
金

６
７
６
９
万
５
８
８
円

問　
土
地
売
払
代
金
の
内

訳
は
。

管
財
契
約
課
長　
一
般
競
争

入
札
３
件
、
随
意
契
約
２

件
で
売
却
し
、
一
般
競
争

入
札
の
３
件
は
、
富
浦
の

旧
市
営
住
宅
跡
地
、
シ
ー

サ
イ
ド
原
岡
団
地
で
４
９

０
・
73
㎡
３
５
１
０
万

円
、
１
７
２
・
94
㎡
１
１

５
５
万
５
千
円
、
１
９

１
・
58
㎡
１
８
０
０
万
円

で
売
り
払
っ
た
。
随
意
契

約
２
件
は
、
白
浜
町
白
浜

39
・
32
㎡
の
狭
小
な
土
地

で
、
隣
接
者
か
ら
申
出
が

あ
り
27
万
３
５
８
８
円

で
、
も
う
１
件
は
富
浦
の

旧
市
営
住
宅
跡
地
、
リ

バ
ー
サ
イ
ド
原
岡
団
地
３

３
２
・
79
㎡
の
土
地
を
一

般
競
争
入
札
で
売
却
し
よ

う
と
し
た
が
、
１
者
し
か

入
札
が
な
く
入
札
不
調
と

な
り
、
そ
の
入
札
者
へ
２
７

６
万
２
千
円
で
売
り
払
っ

た
。

問　

予
算
を
か
け
た
か

ら
、
正
比
例
し
て
学
力
が

上
が
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
希
望

者
に
対
し
て
補
助
を
行
う

事
業
な
の
か
。

教
育
長　

学
習
講
座
は
、

結
果
的
に
は
希
望
者
に
対

し
て
と
な
る
。
た
だ
、
学

校
側
は
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
参
加
と
い
う
こ

と
は
前
提
に
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
後
の
学
力
調

査
、
学
力
向
上
推
進
事
業

は
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
考
え
て
い
る
。

◇
学
力
向
上
事
業　

１
０
７
７
万
１
１
７
４
円

問　
こ
の
事
業
の
大
き
な

目
標
は
、
比
較
的
学
力
の

高
い
子
を
も
っ
と
伸
ば
し

た
い
の
か
、
そ
の
逆
で
学

力
の
底
上
げ
を
目
指
し
た

い
の
か
、
そ
れ
ら
の
目
標

値
の
設
定
は
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

数
値
設
定
は
し

て
い
な
い
。
学
力
は
非
常

に
個
人
差
が
あ
る
の
で
、

学
習
講
座
等
は
各
学
校
ご

と
に
実
態
に
応
じ
て
様
々

な
ク
ラ
ス
に
分
け
て
塾
に

お
願
い
し
て
い
る
。
ど
ち

ら
か
一
方
に
偏
る
こ
と
な

く
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
向
け
実
施
し
て
い
る
。
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決
算
審
査

の
道
な
ど
施
設
で
は
な
く

場
所
を
指
定
し
て
い
た
の

で
精
査
し
見
直
し
た
。

◇
生
活
保
護
費

６
億
１
６
１
６
万
円

問　
対
象
者
は
何
人
い
る

か
、
う
ち
外
国
人
へ
の
支

給
は
何
人
か
。

社
会
福
祉
課
長　

令
和
７
年

４
月
１
日
現
在
の
保
護
世

帯
数
は
３
０
３
世
帯
。
う

ち
外
国
人
は
３
人
。

◇
予
防
接
種
事
業

１
億
３
２
２
６
万
円

問　

昨
年
の
倍
以
上
に

な
っ
て
い
る
。
要
因
は
。

健
康
推
進
課
長　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク

チ
ン
が
令
和
６
年
４
月
よ

り
、
臨
時
接
種
か
ら
定
期

接
種
に
切
り
替
わ
り
、
そ

の
助
成
額
が
増
え
た
。

◇
災
害
対
策
費２３

７
７
万
円

問　
指
定
緊
急
避
難
場
所

看
板
設
置
工
事
だ
が
設
置

箇
所
が
増
え
た
の
か
。

消
防
防
災
課
長　
一
時
避
難

場
所
と
し
て
集
会
所
な
ど

を
対
象
に
し
て
い
た
が
、

法
改
正
で
指
定
緊
急
避
難

場
所
へ
と
改
め
た
。
高
台

◇�

産
学
協
働
地
域
活
力
創

造
事
業

９
５
１
万
円

問　

具
体
的
な
成
果
は

あ
っ
た
の
か
。

市
民
課
長　

大
学
と
連
携

し
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
等
に
取
り
組
ん
だ
。

具
体
的
な
金
額
を
目
標
に

す
る
事
業
で
は
な
い
が
、

大
学
の
知
見
も
取
り
入
れ

て
地
域
活
性
化
や
関
係
人

口
の
増
大
を
目
的
に
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
公
共

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
構
築

も
事
業
の
成
果
に
結
び
つ

い
て
い
る
。

◇��

外
房
地
区
自
己
搬
入
施

設
建
設
事
業

１
１
０
７
万
７
千
円

問　
土
地
購
入
費
６
３
３

万
４
千
円
の
土
地
単
価
は

い
く
ら
か
。

環
境
保
全
課
長　

鑑
定
の

評
価
額
は
、
田
畑
は
㎡
当

た
り
１
２
０
０
円
、
山
林

は
㎡
当
た
り
５
４
０
円
。

そ
の
単
価
を
使
用
し
て
取

得
を
し
た
。
全
体
で
は
約

５
５
０
０
㎡
を
取
得
。

◇�

中
継
施
設
等
整
備
事
業

者
選
定
支
援
業
務
委
託

２
０
３
４
万
９
千
円

問　
こ
こ
２
年
の
合
計
で

４
千
万
円
近
く
支
出
し
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
委
託

内
容
か
。

環
境
保
全
課
長　

中
継
施

設
整
備
は
、
総
合
評
価
一

般
競
争
入
札
に
よ
り
、
設

計
と
施
工
を
一
括
で
行
う

業
者
を
選
定
し
た
。
選
定

に
当
た
り
、
実
施
方
針
、

事
業
者
の
募
集
に
関
す
る

書
類
、
設
計
金
額
等
の
作

成
、
費
用
対
効
果
の
分

析
、
入
札
審
査
会
の
運
営

等
を
委
託
。
選
定
は
終
了

し
た
の
で
今
後
費
用
は
発

生
し
な
い
。

◇
空
き
家
バ
ン
ク
事
業

６
１
７
万
１
千
円

問　

利
用
状
況
は
ど
う

か
。

建
設
課
長　

令
和
６
年
７

月
末
現
在
、
物
件
登
録
１

５
４
件
、
利
用
者
登
録
５

５
９
人
と
な
っ
て
い
る
。

成
約
件
数
は
賃
貸
67
件
、

売
買
26
件
。

令和６年度　公営企業会計決算
収 益 的 収 支

（ 営 業 に 関 わ る お 金 ）
資 本 的 収 支

（ 資 本 の 増 減 ）
会　計　名 収　入 支　出 収　入 支　出

国保病院事業会計 6 億 1,997 万 9,981 円 7 億 433 万 1,886 円 2,440 万円 3億 4,034 万 9,000 円
水 道 事 業 会 計 15 億 3,063 万 7,884 円 15 億 6,953 万 2,572 円 1 億 7,895 万 9,500 円 7 億 4,389 万 9,350 円

指定緊急避難所看板
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4
１
５
２
円
増
え
た
。
国

は
窓
口
２
割
負
担
の
見
直

し
を
す
べ
き
と
考
え
、
反

対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
認
定

◎�

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

◎�

滝
田
、
北
三
原
、
南
三
原

財
産
区
特
別
会
計
決
算

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
認
定

◎�

国
保
病
院
事
業
会
計
決
算

問　
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
ー

の
購
入
は
外
来
で
使
う
た

め
の
も
の
か
。

富
山
国
保
病
院
事
務
長　

各
種

健
康
診
断
で
利
用
す
る
。

問　
３
億
円
の
投
資
に
つ

い
て
、
現
在
の
運
用
状
況

は
ど
う
か
。

富
山
国
保
病
院
事
務
長　

年
間

３
１
６
万
７
千
円
の
運
用

益
と
な
っ
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
認
定

◎
水
道
事
業
会
計
決
算

問　
特
別
損
失
で
過
年
度

損
益
修
正
損
が
２
４
１
万

７
１
７
１
円
あ
る
が
、
未

収
金
を
不
能
欠
損
処
理
し

た
分
か
。

水
道
局
長　

令
和
５
年
度

決
算
に
お
け
る
消
費
税
振

替
伝
票
の
勘
定
科
目
訂
正

の
た
め
、
令
和
６
年
度
決

算
で
過
年
度
分
と
し
て
処

理
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り

発
生
し
た
修
正
損
。

反
対
討
論

　

昨
年
９
月
か
ら
水
道
料

金
の
値
上
げ
が
行
わ
れ

た
。
国
や
県
は
高
料
金
対

策
補
助
金
な
ど
で
水
道
料

金
の
値
上
げ
を
抑
え
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
、
反
対

す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
認
定

更
さ
れ
、
現
状
実
績
は
な

い
。反

対
討
論

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、

令
和
５
年
度
７
３
６
１
円

の
増
、
令
和
６
年
度

１
万
６
千
円
大
幅
値
上
げ

で
、
１
人
当
た
り
11
万

７
千
円
と
な
っ
た
。
国
の

負
担
割
合
を
増
や
す
べ
き

と
考
え
、
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
認
定

◎�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
決
算

問　
75
歳
以
上
の
高
齢
者

の
う
ち
窓
口
負
担
が
２
割

は
何
人
か
。

保
険
年
金
課
長

　

１
７
３
２
人
。

反
対
討
論

　

昨
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
は
、
１
人
年

８
万
3
９
２
７
円
に

◇
住
宅
取
得
奨
励
事
業

２
０
６
０
万
円

問　
何
件
の
利
用
が
あ
っ

た
か
。

建
設
課
長　

29
件
の
利
用

が
あ
っ
た
。

反
対
討
論

　

旧
忽
戸
小
学
校
解
体
を

１
億
２
９
４
７
万
円
で
行

い
、
複
合
施
設
の
建
設
を

３
億
96
万
円
で
実
施
し
た

点
に
つ
い
て
、
市
主
催
の

説
明
も
な
く
実
施
さ
れ
た

こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
考

え
、
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
認
定

◎�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
決
算

問　
出
産
育
児
一
時
金
貸

付
基
金
は
貸
し
付
け
実
績

は
あ
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

出
産
育
児

一
時
金
は
、
平
成
21
年
10

月
か
ら
病
院
な
ど
に
直
接

支
払
わ
れ
る
仕
組
み
に
変

決
算
審
査

令和 6年度一般会計決算内訳

歳入
281億7,463万69円281億7,463万69円

<地方交付税>
101 億 8,327 万 6千円
36%

<地方交付税>
101 億 8,327 万 6千円
36%

<市税 >
41 億
9,065 万 4,378 円
15%

<市税 >
41 億
9,065 万 4,378 円
15%

<市債 >
36 億 8,100 万円
13%

<市債 >
36 億 8,100 万円
13%

<国・県支出金>
43 億 3,506 万
4,987 円
15%

<国・県支出金>
43 億 3,506 万
4,987 円
15%

<繰越金 >
21 億 4,457 万
3,439 円
8%

<繰越金 >
21 億 4,457 万
3,439 円
8%

<その他 >
36 億 4,006 万
1,265 円
13%

<その他 >
36 億 4,006 万
1,265 円
13%

歳出
262億2,569万9,346円262億2,569万9,346円

<民生費 >
68 億 6,905 万
701 円
26%

<民生費 >
68 億 6,905 万
701 円
26%

<総務費 >
37 億 6,691 万 7,882 円
14%

<総務費 >
37 億 6,691 万 7,882 円
14%

<公債費 >
35 億 2,439 万 1,119 円
14%

<公債費 >
35 億 2,439 万 1,119 円
14%

<衛生費 >
24 億 1,086 万
4,222 円
9%

<衛生費 >
24 億 1,086 万
4,222 円
9%

<消防費 >
12 億 9,991 万 2,549 円
5%

<消防費 >
12 億 9,991 万 2,549 円
5%

<農林水産業費>
20 億 7,658 万 3,250 円
8%

<農林水産業費>
20 億 7,658 万 3,250 円
8%

<土木費 >
9 億 3,150 万
6,216 円
4%

<土木費 >
9 億 3,150 万
6,216 円
4%

<商工費 >
9 億 9,087 万
8,127 円
4%

<商工費 >
9 億 9,087 万
8,127 円
4%

<教育費 >
37 億 4,052 万
5,940 円
14%

<教育費 >
37 億 4,052 万
5,940 円
14%

<その他 >
6 億 1,506 万 9,340 円
2%

<その他 >
6 億 1,506 万 9,340 円
2%
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７
月
23
日
の
本
会
議
、

９
月
11
日
の
予
算
審
査
特

別
委
員
会
で
予
算
案
を
審

議
し
た
。

　
主
な
質
疑･

答
弁
は
次
の

と
お
り
。

 

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

　

２
６
５
９
万
２
千
円
を

追
加
。

◇�

千
倉
駅
駐
車
場
の
舗
装

修
繕
工
事３３

２
万
２
千
円

問　
工
事
期
間
は
い
つ
ま

で
か
。
駐
車
場
は
利
用
で

き
な
く
な
る
の
か
。

総
務
部
長　

９
～
10
月
ま

で
に
入
札
。
工
期
は
３
カ

月
ほ
ど
。
駐
車
場
は
利
用

で
き
な
く
な
る
の
で
、
案

内
看
板
で
周
知
す
る
。

◇�

中
小
企
業
利
子
補
給
の

拡
充　

４
４
４
万
９
千
円

問　

申
請
は
、
何
件
を
見

込
む
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

１
３
３
件
。

 

◇�

学
校
等
給
食
費
２
カ
月

無
料
・
財
源
補
正

１
８
４
８
万
６
千
円

問　

無
料
と
す
る
期
間
は
。

教
育
次
長　
９
月
・
10
月
。

◇�

大
学
生
等
通
学
費
助
成
金

　
　
　
４
３
６
万
円

問　
対
象
者
20
人
で
、
通

学
費
の
２
分
の
１
を
助
成

す
る
よ
う
だ
が
、
上
限
は

あ
る
の
か
。

教
育
次
長　

な
い
。

◇�

歳
入
・
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金

２
２
４
６
万
６
千
円

問　
い
つ
頃
、
国
の
交
付

金
を
給
食
費
と
利
子
補
給

に
使
う
と
決
め
た
の
か
。

計
画
は
い
つ
提
出
し
た
の

か
。

総
務
部
長　

６
月
24
日
に

２
事
業
を
決
定
し
た
。
計

画
は
10
月
下
旬
に
提
出
す

る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎�一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）

◇
車
両
管
理
費

２
４
３
万
３
千
円

問　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契

約
を
結
び
、
過
去
分
も
払

う
と
あ
る
が
、
何
台
分
、

何
年
分
な
の
か
。

管
財
契
約
課
長　

17
台
分
、

最
長
で
22
年
3
か
月
分
。

問　
な
ぜ
テ
レ
ビ
機
能
が

必
要
な
の
か
。

管
財
契
約
課
長　

主
に
市

長
車
、
議
長
車
、
市
民
バ

ス
、
遠
方
へ
の
出
張
用
の

公
用
車
は
、
カ
ー
ナ
ビ
が

必
要
で
あ
ろ
う
と
の
判

断
。
入
札
の
仕
様
は
、

カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
一
式
で
発
注
を
し

て
い
た
。
テ
レ
ビ
放
送
を

受
信
で
き
る
カ
ー
ナ
ビ
も

受
信
契
約
の
対
象
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
不
足
し
て

い
た
こ
と
で
未
払
い
と

な
っ
た
。

問　
過
去
５
年
ぐ
ら
い
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
そ
れ
以
上

請
求
さ
れ
な
い
よ
う
に
で

き
な
い
か
。
で
き
な
い
根

拠
は
あ
る
の
か
。

管
財
契
約
課
長　

受
信
料

支
払
い
の
根
拠
は
放
送
法

第
64
条
で
、
放
送
を
受
信

す
る
こ
と
の
で
き
る
受
信

設
備
を
設
置
し
た
者
は
、

協
会
と
受
信
契
約
を
締
結

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

受
信
契
約
を
締
結
し
た
時

点
で
受
信
料
の
支
払
い
が

発
生
す
る
た
め
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
払
う
も
の
。

問　
民
法
上
の
時
効
は
成

立
し
な
い
の
か
。

管
財
契
約
課
長　

契
約
を

締
結
し
て
い
な
い
の
で
、

成
立
し
な
い
。

補
正
予
算

一般会計補正予算　第３～４号一般会計補正予算　第３～４号

１億７，４３４万１千円追加１億７，４３４万１千円追加
総額２８６億９，２０５万８千円に総額２８６億９，２０５万８千円に

千倉駅駐車場
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補
正
予
算

◇
学
校
等
跡
地
活
用
事
業

５
３
１
万
３
千
円

問　

な
み
は
ら
く
じ
ら

パ
ー
ク
に
フ
ェ
ン
ス
を
設

置
し
、
安
全
面
を
強
化
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
工
事

前
か
ら
想
定
し
て
い
な

か
っ
た
の
か
。

学
校
再
編
整
備
課
長　

企
業
か

ら
フ
ェ
ン
ス
の
材
料
を
寄

附
し
て
い
た
だ
け
る
可
能

性
が
あ
っ
た
が
、
敷
地
外

に
ボ
ー
ル
が
出
て
し
ま
っ

た
り
、
公
園
内
で
イ
ノ
シ

シ
の
形
跡
が
発
見
さ
れ
た

り
し
た
た
め
、
早
急
な
対

策
が
必
要
と
判
断
し
た
。

◇
空
家
等
対
策
事
業

５
０
８
万
８
千
円

問　
雇
用
す
る
職
員
の
人

数
と
年
間
で
想
定
し
て
い

る
案
件
数
は
。

建
設
課
長　

現
在
、
特
定

空
き
家
が
67
件
あ
り
、
そ

の
中
で
、
緊
急
性
の
あ
る

も
の
を
優
先
的
に
相
続
登

記
等
を
確
認
す
る
事
案
が

生
じ
た
た
め
会
計
年
度
任

用
職
員
を
１
人
に
採
用
す

る
予
定
。

�

◇�

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
整

備
事
業２

２
３
万
３
千
円

問　
追
加
委
託
料
が
必
要

と
な
っ
た
具
体
的
な
理
由

は
。

農
林
水
産
課
長　

焼
却
炉

を
製
造
会
社
が
、
令
和
７

年
１
月
に
破
産
手
続
の
開

始
に
入
っ
た
。
破
産
手
続

開
始
後
も
、
破
産
中
で
も

製
造
の
継
続
、
他
社
が
同

等
機
種
を
製
造
で
き
る
可

能
性
な
ど
、
複
数
の
方
策

を
検
討
し
て
き
た
が
、
今

年
度
に
入
り
、
６
月
に
製

造
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
の
で
、
別
機
種

へ
の
変
更
に
伴
う
設
計
内

容
の
見
直
し
が
必
要
に

な
っ
た
た
め
。

問　
こ
の
施
設
の
年
間
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
、
耐

用
年
数
は
。

農
林
水
産
課
長　

１
千
万

円
、
耐
用
年
数
は
20
～
30

年
。

◇�

継
続
費　
と
み
う
ら
枇

杷
倶
楽
部
大
規
模
改
修

事
業

１
億
７
７
３
３
万
４
千
円

問　
建
築
基
準
法
不
適
合

箇
所
は
ど
こ
で
、
い
く
ら

か
か
る
の
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

会

議
室
・
廊
下
階
段
・
一
般

加
工
室
な
ど
の
外
壁
・
内

壁
・
建
具
・
扉
を
耐
火
構

造
に
す
る
。
約
２
２
０
０

万
円
を
見
込
む
。

◇
三
芳
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
空
調
改
修
工
事

４
１
２
０
万
６
千
円

問　
工
事
内
容
に
変
更
が

あ
る
の
か
。
総
工
事
費
は

い
く
ら
か
。

丸
山
公
民
館
長　

空
調
機

の
改
修
の
設
計
見
直
し
及

び
資
材
な
ど
の
高
騰
に
よ

る
。
工
事
費
は
、
７
５
６

５
万
８
千
円
を
見
込
む
。

◎�

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

◇�

基
金
積
立
や
国
県
返
還

金
等

８
２
２
７
万
１
千
円
追
加

　
原
案
ど
お
り
可
決
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一
般
質
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５人の議員が市政を質す

市
長
当
面
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
よ
る
空
き

家
対
策
の
推
進
を
優
先
す

る
も
の
と
し
、
民
間
サ
ブ
ス

ク
事
業
者
と
の
連
携
の
考

え
は
な
い
。

問
商
工
課
や
企
画
財
政

課
と
い
っ
た
関
連
部

署
と
の
連
携
の
考
え
は
あ

る
か
。

空
き
家
の
現
状
と
課
題

問
市
内
の
空
き
家
の
現

状
は
。

市
長
現
在
１
１
４
２
件

の
空
き
家
を
把
握

し
て
い
る
。

問
空
き
家
の
利
活
用
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て

い
る
か
。

市
長
空
き
家
バ
ン
ク
の

利
用
者
登
録
は
、

７
月
末
現
在
で
５
５
９
人
の

登
録
が
あ
り
、
同
月
ま
で
の

物
件
登
録
数
１
５
４
件
を

大
き
く
上
回
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

問
民
間
コ
リ
ビ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
る
空
き
家
活

用
の
可
能
性
は
。

民
間
コ
リ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
携
は

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
空
き
家
対
策
の
推
進
を
優
先
す
る

髙倉かつ江議員

問
小
中
学
校
の
環
境

教
育
の
場
で
の
活

用
は
。

市
長
廃
食
用
油
の
利
活

用
は
、
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
な
い

の
で
、
今
後
取
組
を
検
討

し
て
い
く
。

問
現
在
の
回
収
場
所
、

日
時
、
具
体
的
な

回
収
方
法
は
。

建
設
環
境
部
長
本
庁
、
朝

夷
行
政

セ
ン
タ
ー
及
び
各
地
域
セ

ン
タ
ー
で
窓
口
が
開
い
て
い

る
時
間
に
受
付
。
廃
食
用

油
は
不
要
に
な
っ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
に
入
れ
て
持
ち

込
み
、
設
置
し
て
い
る
箱

に
入
れ
る
。
持
ち
込
ま
れ

た
廃
食
用
油
は
、
職
員
が

定
期
的
に
巡
回
し
、
本
庁

に
集
約
。

建
設
環
境
部
長
空
き
家
相

談
会
に
お

け
る
所
有
者
ニ
ー
ズ
や
、
空

き
家
バ
ン
ク
利
用
登
録
者

の
利
活
用
目
的
を
踏
ま
え
、

商
工
課
と
も
連
携
し
た
取

組
を
進
め
て
い
く
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
事
業

問
廃
食
用
油
の
回
収
量

は
。

市
長
一
般
家
庭
及
び
給

食
セ
ン
タ
ー
の
廃

食
用
油
の
回
収
量
は
、
令

和
６
年
度
は
、
一
般
家
庭
か

ら
８
２
５
㎏
、
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
５
０
４
８
㎏
。

問
廃
食
用
油
の
処
理
の

委
託
先
は
。

市
長
有
限
会
社
木
更
津

油
脂
に
引
取
り
を

委
託
。
回
収
さ
れ
た
廃
食

用
油
は
、
石
け
ん
や
Ｓ
Ａ

Ｆ
と
呼
ば
れ
る
航
空
機
燃

料
な
ど
へ
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
る
。
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総
務
部
長
生
産
年
齢

人
口
の
減

少
に
伴
い
、
人
材
不
足
と

な
っ
て
い
る
地
域
産
業
の
貴

重
な
担
い
手
と
し
て
、
外
国

人
材
を
受
け
入
れ
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

国
の
外
国
人
と
の
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
及
び
県
の
千
葉
県
外

国
人
活
躍
多
文
化
共
生
推

進
プ
ラ
ン
な
ど
に
沿
い
、
外

国
人
材
を
単
に
労
働
力
と

し
て
で
は
な
く
、
外
国
人
も

日
本
人
も
地
域
に
暮
ら
す

生
活
者
の
一
員
と
し
て
と
も

に
認
め
合
い
、
地
域
全
体
に

と
っ
て
の
共
に
生
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ず
は

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
国
籍
を
問
わ
ず
、
市

民
税
等
が
未
納
の

ま
ま
に
職
権
消
除
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
元
市
民
に
対

し
て
、
未
納
金
回
収
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
職
権
消
除

の
滞
納
者

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
実

態
調
査
を
行
い
、
預
貯
金

等
の
財
産
が
あ
る
場
合
は

差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分

を
行
っ
て
い
る
。

　

財
産
が
な
い
な
ど
担
税

力
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
速
や
か
に
滞
納

処
分
の
執
行
停
止
を
実
施

し
て
い
る
。

問
外
国
人
に
よ
る
、
人

口
減
少
対
策
は
考

え
て
い
る
か
。

問
介
護
保
険
料
や
住

民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
者
等
は
い
る

か
。市

長
介
護
保
険
料
や
住

民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
を
１
年
以
上
納
め

て
い
な
い
外
国
人
の
長
期

滞
在
者
は
64
人
。
こ
の
う

ち
市
内
在
住
者
は
９
人
、

税
等
が
未
納
の
ま
ま
で
出

国
し
た
者
、
行
方
不
明
に

よ
り
職
権
消
除
と
な
っ
た

者
、
転
出
し
た
者
が
55
人
。

問
保
険
料
等
の
滞
納
者

へ
の
財
産
差
押
え
な

ど
は
日
本
人
と
同
じ
手
続

を
行
っ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
滞
納
処
分

は
日
本
人

と
同
様
に
行
っ
て
い
る
。

市
内
在
住
外
国
人
の

現
状
と
受
入
は

問
国
籍
別
の
内
訳
と
滞

在
目
的
は
。

市
長
ベ
ト
ナ
ム
１
５
５

人
、
中
国
95
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
83
人
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
64
人
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

54
人
と
続
き
、
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
の
外
国
人
の
多
く
の

滞
在
目
的
は
技
能
実
習
で

１
９
１
人
。
次
い
で
、
特
定

技
能
１
号
が
１
２
７
人
。
ま

た
、
永
住
者
及
び
特
別
永

住
者
は
99
人
、
日
本
人
の

配
偶
者
等
に
つ
い
て
は
27

人
。

市
内
在
住
外
国
人
の
数
は

５
６
５
人
で
全
体
の
約
１
・
68
％

林　　克治議員
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た
の
か
。

教
育
長
適
切
だ
っ
た
。

預
か
る
原
則
を

例
外
的
に
緩
め
る
こ
と
は

避
け
た
い
。

　

千
倉
子
ど
も
園
で
は
、

避
難
さ
れ
た
方
が
い
た
た

め
、
園
長
判
断
で
３
階
に
入

れ
た
。

　

災
害
時
に
園
長
や
校
長

に
重
大
な
判
断
や
責
任
を

ど
れ
だ
け
持
た
せ
ら
れ
る
の

か
、
大
き
な
課
題
だ
と
思
っ

て
い
る
。

災
害
協
定

問
鴨
川
市
や
鋸
南
町
で

は
「
災
害
時
等
に
お

け
る
応
急
対
策
業
務
に
関

す
る
協
定
」
を
千
葉
土
建
一

般
労
働
組
合
と
結
ん
で
い

る
。
協
定
に
は
被
災
家
屋

へ
の
応
急
補
修
や
ブ
ル
ー

中
小
企
業
賃
上
げ

支
援
金

問
県
に
「
中
小
企
業
賃

上
げ
支
援
金
」
導
入

を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
国
や
県
の
動
向
も

見
て
、
要
望
を
検

討
す
る
。

７
月
30
日
・
津
波
警

報
発
令
時
の
避
難

問
あ
る
市
民
が
津
波
の

指
定
緊
急
避
難
場

所
で
あ
る
指
定
避
難
所
に

逃
げ
た
ら
「
こ
こ
は
開
設

し
て
い
な
い
の
で
Ｂ
＆
Ｇ
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
断

ら
れ
た
。
受
け
入
れ
体
制

を
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
に
「
介
護
職
賃
上
げ
補
助
金
」
導
入
を
求
め
る
べ
き
で
は

機
会
を
見
て
要
望
す
る

シ
ー
ト
を
張
る
作
業
も
含

ま
れ
る
。
南
房
総
市
で
も

災
害
協
定
を
結
ぶ
考
え
は

な
い
か
。

市
民
生
活
部
長
話
を

伺
い

条
件
が
合
え
ば
、
災
害

協
定
の
締
結
を
検
討

す
る
。

指
定
避
難
所
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置

問
す
べ
て
の
指
定

避
難
所
に
、
国

の
空
調
設
備
整
備
臨

時
特
例
交
付
金
や
防

災
減
災
事
業
債
を
活

用
し
て
、
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
べ
き
で
は
な
い

か
。市

長
富
山
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
と
、
千
倉
Ｂ

安田美由貴議員

市
民
生
活
部
長
津
波
の
指

定
緊
急

避
難
場
所
を
兼
ね
た
指
定

避
難
所
に
逃
げ
る
の
は
間

違
い
で
は
な
い
の
で
、
受
け

入
れ
体
制
を
作
り
た
い
。

児
童
生
徒
の
引
き
渡
し

問
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
っ
た
の
か
。

教
育
長
特
に
課
題
は
、

な
か
っ
た
。

問
道
路
な
ど
に
大
き

な
被
害
が
な
く
、

保
護
者
の
迎
え
の
経
路
の

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
白
な
場
合
は「
学

校
よ
り
も
高
い
場
所
に
住

む
子
ど
も
た
ち
は
引
き
渡

し
可
能
」
と
し
な
か
っ
た
。

夕
方
４
時
ま
で
、
山
間
部

に
住
む
子
ど
も
た
ち
も
一

律
で
預
か
っ
た
教
育
委
員

会
の
判
断
は
、
適
切
だ
っ千倉子ども園

災害時にも使用できる学校体育館の空調設備（イメージ）

＆
Ｇ
の
空
調
設
備
基
本
設

計
の
結
果
を
踏
ま
え
検
討

す
る
。
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問
財
政
が
今
後
10
年

間
は
大
丈
夫
と
す

る
根
拠
は
。

総
務
部
長
交
付
税
に

依
存
し
て

い
る
の
は
事
実
だ
が
、
減

額
リ
ス
ク
も
含
め
財
政
推

計
を
実
施
し
て
い
る
。

財
政
力
指
数

問
財
政
力
指
数
が
県
内

最
下
位
の
０
・
31
で

将
来
の
財
政
運
営
に
支
障

は
な
い
の
か
。

総
務
部
長
令
和
６
年
度

決
算
に
お

け
る
財
政
健
全
化
比
率
の

算
定
結
果
、
い
ず
れ
も
国

が
定
め
た
健
全
化
基
準
を

下
回
っ
て
お
り
、
財
政
状
況

は
問
題
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。問

20
年
間
も
財
政
力
指

数
が
改
善
し
な
か
っ

た
理
由
は
。

総
務
部
長
公
共
施
設
の

統
廃
合
や

大
規
模
改
修
が
重
な
り
公

債
費
が
高
止
ま
り
、
財
政

力
指
数
が
低
水
準
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

合
併
特
例
債
満
額
活
用
が
財
政
に
与
え
る
影
響
は

財
政
的
に
は
問
題
な
い
と
認
識

比
率
や
２
３
５
億
円
の
基

金
を
踏
ま
え
れ
ば
10
年
間

は
問
題
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
南
房

総
市
は
千
葉
県
37

市
の
中
で
財
政
力
が
弱
い

自
治
体
ワ
ー
ス
ト
３
と
紹

介
さ
れ
、
市
民
や
移
住
定

住
者
に
不
安
を
与
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
市
は
交
付
税
に

依
存
し
基
金
を
取
り
崩
せ

ば
10
年
間
大
丈
夫
と
し
て

い
る
が
現
実
の
財
政
は
脆

弱
で
あ
る
事
は
否
め
な
い
。

南
房
総
市
は
一
次
産
業
と

観
光
で
成
り
立
っ
て
い
る

ま
ち
で
あ
り
自
主
財
源
を

増
や
す
に
は
観
光
に
力
を

入
れ
地
域
に
人
を
呼
び
込

む
投
資
が
必
要
と
考
え
る

が
20
年
間
市
を
引
っ
張
っ

て
き
た
市
長
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
20
年
を
ど
う
描

い
て
い
る
の
か
。

鈴木　克哉議員

問
合
併
特
例
債
を
活

用
し
た
結
果
、
財

政
悪
化
に
陥
っ
た
自
治
体

の
例
を
ど
う
捉
え
、
財
政

運
営
に
活
か
し
て
い
く
の

か市
長
財
政
力
指
数
は
低

い
が
財
政
健
全
化

市
長
こ
れ
か
ら
の
南
房

総
市
が
進
む
べ
き

道
は
自
然
と
共
生
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
観
光
、
移
住
・

定
住
、
教
育
環
境
の
充
実

に
つ
な
げ
、
人
を
呼
び
込
む

地
域
に
し
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全
対
策
は

対
策
は
な
い
が
事
故
発
生
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る

川上　廣行議員

納
等
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

車
両
へ
の
乗
換
え
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
自
主
返

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
事
業

問
運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
に
対
す
る
支
援

は
。市

長
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス

に
乗
車
す
る
際
の

料
金
を
助
成
す
る
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
、

高
齢
者
外
出
支
援
バ
ス
利

用
助
成
事
業
を
行
っ
て
る
。

問
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
に
つ
い
て

は
地
域
に
よ
っ
て
便
利
さ
・

不
便
さ
が
あ
る
た
め
幅
を

広
げ
た
特
典
を
設
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
例
え
ば
市

内
で
使
え
る
買
い
物
券
と

タ
ク
シ
ー
券
を
選
択
で
き

る
特
典
を
提
案
す
る
が
い

か
が
か
。

保
健
福
祉
部
長
地
域
に
よ

り
タ
ク

シ
ー
券
の
利
便
性
が
異
な

る
点
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
も
課
題
と
の
認
識
は
あ

る
。
移
動
困
難
者
の
生
活

を
支
援
の
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
移
送
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
た
公
共
交
通
の
活
性

化
や
移
動
販
売
の
充
実
等

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
交
通
事
故
防
止

問
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
に
対
し
て

市
は
何
か
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

市
長
高
齢
者
の
事
故
防

止
に
特
化
し
た
対

策
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
交

通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て

安
全
施
設
の
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
て
い
る
。

問
免
許
証
返
納
は
物
理

的
不
便
に
加
え
心
理

的
抵
抗
感
を
生
む
。
ま
た
体

が
動
く
限
り
働
く
と
い
う
高

齢
者
も
多
く
見
ら
れ
る
。
高

齢
者
を
対
象
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
無
料
で
貸
し
出

し
、
安
全
運
転
診
断
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。　

市
民
生
活
部
長
自
動
車

を
運
転

す
る
こ
と
は
、
年
齢
に
関

係
な
く
刑
事
上
の
責
任
、

民
事
上
の
責
任
を
負
う
ほ

か
、
万
一
事
故
を
起
こ
し
た

場
合
社
会
的
責
任
も
求
め

ら
れ
る
。
少
し
で
も
運
転

に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、

自
主
返
納
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
高
齢
者
の

運
転
を
推
奨
す
る
施
策
を

実
施
す
る
事
は
考
え
て
い

な
い
。

問
後
づ
け
の
急
発
進

抑
制
装
置
に
対
し

補
助
金
制
度
を
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
民
生
活
部
長
補
助
制

度
を
導

入
す
る
考
え
は
な
く
自
己

の
責
任
に
お
い
て
最
新
の

安
全
装
置
が
つ
い
て
い
る
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◎�

学
童
保
育
所
の
設
置
管

理
条
例
の
一
部
改
正

問　
料
金
の
明
確
化
を
図

る
た
め
に
、
夏
季
休
業
期

間
と
し
て
の
料
金
設
定
に

し
た
と
の
理
解
で
い
い
の

か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

夏
季
休

業
中
の
み
利
用
す
る
方
は

７
月
の
８
０
０
円
×
利
用
日

数
の
保
育
料
が
な
く
な
り

８
月
31
日
ま
で
の
定
額
制

の
保
育
料
と
な
る
。

◎
契
約
の
締
結

　

�（
千
倉
総
合
運
動
公
園
野

球
場
改
修
工
事
）

問　
再
入
札
で
応
札
し
た

２
社
と
も
１
回
目
、
２
回

目
の
差
額
が
９
０
０
万
円

と
同
額
だ
が
、
偶
然
な
の

か
。

管
財
契
約
課
長　

同
額
を
減

額
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
詳
細
は
把
握
し
て
い
な

い
。
再
入
札
に
関
し
て
金

額
の
設
定
を
す
る
こ
と
は
一

切
な
い
。

問　
職
種
は
と
び
・
土
工
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
だ
が
、

物
価
上
昇
に
よ
り
予
算
が

変
わ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

千
倉
総
合
運
動
公
園
所
長　

最
新

の
単
価
で
見
積
も
っ
た
上
で

入
札
に
か
け
て
い
る
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
は
契
約
の
変

更
な
ど
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。

問　
今
回
落
札
し
た
業
者

は
、
今
年
度
仕
事
を
多
く

と
っ
て
い
る
が
、
工
期
内

に
終
了
す
る
よ
う
契
約
の

際
に
確
認
で
き
る
か
。

管
財
契
約
課
長　

今
回
の
入

札
は
事
後
審
査
型
で
あ
り
、

書
類
審
査
を
行
っ
た
後
に

仮
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

書
類
の
中
に
は
専
任
技
術

者
を
配
置
で
き
る
書
類
を

確
認
し
た
上
で
、
他
の
工

事
と
の
影
響
は
な
い
と
判

断
を
し
て
い
る
。
工
事
監
督

者
が
、
工
事
の
進
捗
状
況

等
を
把
握
し
、
工
期
内
で

工
事
が
完
了
す
る
よ
う
適

切
に
対
応
し
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

外房地区自己搬入施設敷地造成工事
２億１，４３９万円で落札

　
９
月
８
日
の
総
務
委
員

会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を

審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎
契
約
の
締
結

　
�（

外
房
地
区
自
己
搬
入
施

設
敷
地
造
成
工
事
）

問　
工
期
は
令
和
8
年
8

月
20
日
だ
が
人
件
費
や
資

材
高
騰
に
よ
る
予
算
編
成

の
可
能
性
は
。

環
境
保
全
課
長　

最
低
賃
金

に
基
づ
き
国
か
ら
の
労
務

単
価
が
示
さ
れ
た
場
合
や

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
の
状
況

で
判
断
す
る
。

問　

契
約
金
額
は
、
令
和

６
年
か
ら
令
和
８
年
の
当

初
の
事
業
費
、
３
億
２
５

０
６
万
１
０
０
０
円
の
中

の
額
と
い
う
こ
と
か
。

環
境
保
全
課
長　

当
初
の
金

額
は
、
造
成
費
・
建
築
費

と
も
に
入
っ
て
い
る
が
、
昨

今
の
物
価
上
昇
や
人
件
費

の
高
騰
に
よ
り
、
詳
細
設

計
を
し
た
段
階
で
の
造
成

費
が
今
回
契
約
す
る
額
で

あ
り
、
建
築
に
つ
い
て
は
、

別
途
経
費
が
か
か
る
。

◎�

職
員
の
勤
務
時
間
・
休

暇
等
条
例
の
一
部
改
正

問　
育
休
中
の
給
与
支
給

の
在
り
方
と
号
俸
に
変
動

は
あ
る
か
。

総
務
課
長　

育
児
休
業
期

間
中
に
給
与
は
支
給
さ
れ

な
い
が
、
養
育
す
る
子
が
１

歳
ま
で
の
期
間
、
１
日
単

位
で
市
町
村
職
員
共
済
組

合
か
ら
、
手
当
金
が
支
給

さ
れ
る
。
号
俸
と
い
う
給

料
の
部
分
は
現
状
ど
お
り
。

議
案
審
査

総
務

議 案 審 査

外房地区自己搬入施設造成平面図
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議
案
審
査

議 案 審 査

産
業

南房総市白浜活性化施設
「花の情報館」指定管理は

㈱カフェサウダージに

◎
財
産
の
取
得

　
�（

千
倉
地
区
複
合
施
設
管

理
備
品
一
式
）

問　

購
入
す
る
の
は
、
什

器
の
ほ
か
に
、
主
だ
っ
た

も
の
は
何
か
。

生
涯
学
習
課
長　

イ
ス
や
机

で
あ
り
、
あ
と
は
細
々
し
た

も
の
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

　

　

9
月
8
日
、
産
業
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
査
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎�

空
家
等
の
適
切
な
管
理
の

推
進
に
関
す
る
条
例
の

制
定

問　
既
に
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
と
い
う
法
律
が
で
き
て

い
る
中
で
こ
の
条
例
を
定

め
る
狙
い
、
意
図
は
。

建
設
課
長　

緊
急
安
全
対

策
を
早
急
に
と
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
た

め
。

問　
特
定
空
家
を
指
定
す

る
ま
で
の
手
続
き
が
増
え

る
こ
と
で
、時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長　

検
討
の
価
値
の

あ
る
も
の
と
し
て
、
対
応
を

し
て
い
く
。

問　
所
有
者
の
責
任
を
求

め
て
い
く
よ
う
な
内
容
に

し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

「花の情報館」

建
設
課
長　

基
本
的
に
相

続
人
に
請
求
し
て
い
く
。
し

か
し
相
続
関
係
を
調
べ
る

の
に
３
年
と
い
う
日
数
を

要
す
る
場
合
が
あ
り
、
緊

急
性
を
重
視
し
た
内
容
と

し
て
い
る
。

問　
緊
急
安
全
措
置
と
あ

る
が
、
所
有
者
が
不
明
な

物
件
で
も
対
応
で
き
る
か
。

建
設
課
長　

対
応
で
き
る
。

問　

人
は
住
ん
で
い
て
、

危
な
い
な
と
い
う
よ
う
な

物
件
を
見
る
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
の
条
例
以
外
に
も

対
応
は
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長　

市
道
等
に
面

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
危
険
性

が
あ
る
場
合
は
、
危
険
の

排
除
と
い
う
形
で
対
応
し

て
い
る
。

◎�

指
定
管
理
者
の
指
定（
南

房
総
市
白
浜
活
性
化
施

設
「
花
の
情
報
館
」）

問　
コ
ー
ヒ
ー
の
苗
は
白

浜
で
栽
培
で
き
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

㈱
カ
フ
ェ

サ
ウ
ダ
ー
ジ
は
、
白
浜
で

農
業
法
人
を
立
ち
上
げ
て
、

２
０
０
０
㎡
ほ
ど
所
有
し
て

お
り
、
豆
と
苗
を
既
に
栽

培
し
て
い
る
。

問　
今
あ
る
建
物
を
使
う

の
か
。

農
林
水
産
課
長　

直
売
所

で
、
コ
ー
ヒ
ー
の
豆
と
苗
の

販
売
を
主
力
に
、
軽
易
な

軽
食
を
展
開
。
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◎�
指
定
管
理
者
の
指
定

　
�（

南
房
総
市
吉
井
農
作
業

準
備
休
憩
施
設
）

問　

吉
井
公
園
の
中
は
、

１
年
間
に
４
、
５
回
草
を

刈
る
と
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

　

管
理
は
吉
井
組
に
お
願

い
し
、
年
に
数
回
お
こ
な
っ

て
い
る
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定

　

�（
南
房
総
市
白
井
農
作
業

準
備
休
憩
施
設
）

問　
こ
の
施
設
は
地
域
の

集
会
所
と
い
う
位
置
づ
け

か
。

農
林
水
産
課
長　

集
会
所
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

施
設
。

◎�

令
和
６
年
度
南
房
総
市

水
道
事
業
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
の
処
分

◎�

千
倉
町
大
貫
区
域
内
の

字
の
区
域
の
変
更

◎�

三
芳
水
道
企
業
団
の
解

散
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議

◎�

三
芳
水
道
企
業
団
の
解

散
に
伴
う
事
務
の
承
継

並
び
に
決
算
の
審
査
及

び
認
定
の
方
法
に
関
す
る

協
議

　　

原
案
ど
お
り
可
決

白井農作業準備休憩施設

福
祉

所得が年１２３万円未満の
１９～２２歳と生計が同じ人の

個人市民税を控除
　
９
月
４
日
の
福
祉
委
員

会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を

審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り

◎
市
税
条
例
改
正

 

問　

対
象
者
は
何
人
か
。

市
の
減
収
額
は
い
く
ら
か
。

国
が
補
て
ん
す
る
の
か
。

税
務
課
長　

今
年
度
の
課

税
ベ
ー
ス
で
45
人
。
約
80

万
円
の
減
収
。
減
収
額
の

75
％
・
60
万
円
は
、
国
か

ら
普
通
交
付
税
措
置
を
受

け
る
。
残
り
25
％
・
20
万

円
は
市
が
負
担
。

問　

加
熱
式
た
ば
こ
の
税

額
を
、
重
さ
で
定
め
る
よ

う
だ
が
、
市
は
増
収
と
な

る
の
か
。

税
務
課
長　

増
収
と
な
る
。

 　

原
案
ど
お
り
可
決
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　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望
する場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木２８番地　
　　　　　　　議会広報編集特別委員会　TEL 0470 − 33 − 1111　FAX 0470 − 20 − 4595

　　　　　

　「老人クラブ」は高齢者自らが相集い、新たな役割
を求めて誕生した、自主組織です。
　社会奉仕、趣味、教養の集い、各種スポーツ、レク
レーション等生きがい、健康づくり活動をしています。
　平成の終わり頃は59クラブ、３，０００人で活動して
いましたが、現在は市内7支部３９クラブ、１，６００人
と減少しています。
　減少した原因の一つに役員の担い手不足があります。
　市、社会福祉協議会の福祉に携わる方たちの指導
の下、連携を取り、老人クラブの充実、会員のコミュ
ニケーションを図り、仲間づくりに力を入れています。
以前は当たり前のように老人会に加入していた時代
と違います。老人クラブの活動に意欲的な人と無関
心な人に分かれているように思います。老人クラブ
の魅力とは何か、メリットとは何か日々自問自答して
います。
　最近では、顔を出さない人の安否確認、声掛けも
大切な活動の一つにしています。
　健康で自立できる高齢者でいられるよう若い世代
の応援をいただければ、うれしいものです。

片
か た お か

岡　攻
おさむ


　　　さん

「増える高齢者、衰退する老人クラブの現状」

　今年の夏は、本当に暑かった。
　涼しくなってから、「なみはらくじらパーク」に行っ
てみると、子供達はとても楽しそうに体を動かしてい
ました。
　色々と楽しい遊具がある中で、海側の滑り台があ
るところに大人用というものが周りにいくつかあり、
一通りやってみました。中でもベンチの様に見えて実
は横に足を掛けて、誰でも簡単に腹筋を鍛えられる
ベンチは、とても良かったです。
　他にも、斜め腕立てや、ジャンプする物などもあり
ます。これから高齢化が進む世の中、南房総市は七
町村が一つになった広い地域ですが、昔、分校があっ
たように歩いて集まれる場所などに少しでも体を鍛
えられる物を設置してほしいです。
　そして、暑い日でも雨の日でも、みんなで遊べて
大人も体を動かしたくなるような、また、体力測定が
できるような場所を、今ある建物を利活用し違った
施設があるといいと思います。

谷
た に か わ

川　由
ゆ み

美さん

「元気な南房総市民を目指して」

市
民
の
声
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します

お問い合わせお問い合わせ
南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

・市内で撮影された、カラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

応募資格応募資格

市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.５ＭＢ未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上3.５ＭＢ未満でお願いします）

　

改
選
ま
で
６
か
月
を
切
り
ま
し
た
。
現
委
員
で
の

議
会
だ
よ
り
発
行
も
残
り
あ
と
２
号
。
市
政
の
こ
と

が
市
民
の
皆
様
に
少
し
で
も
伝
わ
れ
ば
と
、
毎
号
編

集
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
も

開
か
れ
ま
し
た
。
現
状
、
潤
沢
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
各
基
金
も
、
今
後
の
人
口
減
少
に
よ

る
交
付
税
等
の
減
額
を
考
え
ま
す
と
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
１
円
た
り
と
も
無
駄
遣
い
で
き
な
い
状
況
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
市
民
全
員
で
創
る
も
の
で
す
。
市
政
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
き
一
緒
に
南
房
総
市
の
未
来
を

創
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
き
っ
か
け
の
一
つ
に
こ
の
議

会
だ
よ
り
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

9月〇日（〇）
9月定例会は

5月28日（火）
6月定例会は

午前10時から
予定しています

市役所2階で住所・氏名
を書くだけです。

12 月定例会は
11月２５日（火）

市ホームページ

市議会

市議会ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ中継（二次元コード）

▼

▼

南房総市議会YouTubeチャンネル
でライブ・録画配信しています。
スマホでも視聴できます。

からご覧ください。
（配信期間は約２カ
月です。）

議会だより

発行／千葉県南房総市議会　　編集／議会広報編集特別委員会　　発行責任者／南房総市議会議長
〒299-2492　千葉県南房総市富浦町青木28番地　TEL.0470-33-1111　FAX.0470-20-4595
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